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「
課
学
術
会
議
だ
吉
［

　
ほ
一
数
5
一

昭
和
六
二
年
五
月
　
日
本
学
術
会
議
広
報
委
員
会

　
日
本
学
術
会
議
は
、
昭
和
六
二
年
四
月
二
二
日

か
ら
二
四
日
遅
で
第
一
〇
二
回
総
会
（
第
一
三
期

の
五
回
目
の
総
会
）
を
開
催
し
た
。
今
回
の
「
日

本
学
術
会
議
だ
よ
り
」
で
は
、
今
総
会
で
採
択
さ

れ
た
勧
告
、
要
望
等
を
中
心
と
し
て
、
同
総
会
の

議
事
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る
。

　
◇
総
会
報
告

　
総
会
で
は
そ
の
第
一
日
目
に
会
長
か
ら
の
経
過

報
告
、
各
委
員
会
報
告
に
続
き
、
規
則
な
ど
の
改

正
、
勧
告
・
要
望
等
の
六
つ
の
提
案
が
な
さ
れ
、

間
日
の
午
前
中
に
提
案
一
件
が
、
午
後
に
各
部
会

で
審
議
し
た
上
、
第
二
日
目
の
午
前
中
に
三
件
が
、

第
三
日
目
の
午
前
中
に
一
件
の
採
決
が
行
な
わ
れ

た
。
な
お
、
総
会
前
日
の
二
「
日
午
前
に
連
合
部

会
が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
案
件
の
予
備
的
な
説

明
、
質
疑
が
行
わ
れ
、
第
二
日
目
の
午
後
に
は

「一

�
｢
紀
へ
向
け
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
」
に

つ
い
て
の
自
由
討
議
が
、
第
三
日
目
の
午
後
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
常
置
委
員
会
、
特
別
委
員
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　
ま
た
総
会
の
冒
頭
に
、
先
に
逝
玄
さ
れ
た
北
川

晴
雄
会
員
（
第
七
部
副
部
長
）
を
追
悼
し
て
基
盤

を
捧
げ
た
後
、
新
た
に
任
命
さ
れ
た
鶴
藤
丞
会
員

が
紹
介
さ
れ
た
。

　
第
一
日
目
の
午
前
中
に
ま
ず
現
代
の
「
高
度
技

術
化
社
会
」
に
お
け
る
人
間
の
役
割
と
対
応
及
び

「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
の
回
復
・
増
進
の
問
題
に
つ

い
て
総
合
的
に
検
討
す
る
た
め
に
「
マ
ン
・
シ
ス

テ
ム
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
（
人
間
と
高
度
技
術

化
社
会
）
特
別
委
員
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
た
。
今
期
は
余
す
と
こ
ろ
約
一
年
間
で
あ

り
、
こ
の
特
別
委
員
会
は
各
部
か
ら
委
員
を
選
出

し
て
直
ち
に
活
動
を
開
始
し
た
。
第
二
日
目
の
午

前
に
は
、
ま
ず
、
第
一
常
置
委
員
会
等
で
検
討
さ

れ
て
き
た
「
日
本
学
術
会
議
の
運
営
の
細
則
に
託

す
る
内
規
」
の
一
部
改
正
が
採
択
さ
れ
た
。
改
正

の
第
一
は
、
従
来
の
地
方
区
会
議
の
名
称
を
地
区

会
議
と
し
、
広
報
委
員
会
が
こ
れ
を
組
織
す
る
こ

と
と
し
た
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
日
本
学
術
会
議

が
勧
告
等
を
出
す
に
当
た
っ
て
整
合
性
を
考
慮
す

べ
き
過
去
に
行
っ
た
勧
告
等
を
三
期
前
か
ら
後
の

も
の
に
限
る
こ
と
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
次
に
第

六
常
置
委
員
会
が
検
討
し
て
き
た
日
本
学
術
会
議

の
行
う
国
際
学
術
交
流
事
業
の
実
施
に
関
す
る
内

規
の
改
正
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
今
ま
で
国

際
学
術
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
「
団
体
加
入
」
、
　
晒

「
代
表
派
遣
」
、
「
国
際
会
議
主
催
・
後
援
」
、
及
び
　
⑯

「
二
国
間
学
術
交
流
」
の
基
準
が
あ
っ
た
が
、
こ
　
粥

れ
ら
を
一
つ
の
内
規
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、

本
会
議
の
行
う
圏
際
学
術
交
流
事
業
の
見
直
し
を

今
後
行
い
、
必
要
な
自
己
改
革
を
図
る
原
則
を
定
，

め
、
予
算
、
組
織
等
の
基
盤
の
拡
充
・
強
化
に
努
め

て
、
国
際
社
会
へ
の
学
術
的
貢
献
を
「
層
拡
大
し

て
ゆ
こ
う
と
す
る
方
針
を
確
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
本
総
会
で
は
、
「
地
域
型
研
究
機
関
（
仮

称
）
の
設
立
に
つ
い
て
」
（
勧
告
）
と
、
「
大
学

等
に
お
け
る
学
術
予
算
の
増
額
に
つ
い
て
」
（
要

望
）
の
提
案
が
、
い
ず
れ
も
活
発
な
質
疑
応
答
の

後
、
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
、
直
ち
に
内
閣
総
理

大
臣
始
め
関
係
諸
機
関
等
に
送
付
さ
れ
た
。

　
　
（
中
略
）

　
◇
地
域
型
研
究
機
関
の
設
立
に
つ
い
て
（
勧
告
）

　
我
が
国
の
基
礎
的
学
術
研
究
の
水
準
を
一
層
高

め
る
た
め
に
は
、
各
地
域
の
研
究
を
高
度
化
し
、

地
域
の
特
色
に
基
づ
く
活
発
な
国
際
対
憾
を
可
能

に
す
る
条
件
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
大
学
や
研
究
機
関
を

活
性
化
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
研
究
者
並
び
に

社
会
の
要
請
に
即
し
た
課
題
に
つ
い
て
総
合
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
得
る
基
盤
を
整
備
す
る



必
要
が
あ
る
。

　
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
要
所
に
地
域
型

研
究
機
関
（
「
地
域
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
を
置

く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
地
域
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域

の
特
性
を
活
か
し
た
研
究
や
、
そ
の
地
域
に
深
く

関
連
す
る
研
究
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
と
と
も
に
、

既
存
の
研
究
機
関
及
び
研
究
領
域
の
枠
を
越
え
て

研
究
者
の
交
流
を
促
進
す
る
機
能
を
も
っ
た
も
の

で
あ
る
。
従
っ
て
地
域
セ
ン
タ
ー
に
は
、
相
互
に

利
用
し
得
る
研
究
機
器
や
研
究
資
料
を
備
え
る
必

要
が
あ
る
。

　
地
域
セ
ン
タ
ー
の
規
模
・
内
容
は
、
各
地
域
の

研
究
者
の
自
主
的
・
具
体
的
要
請
に
よ
っ
て
異
な

る
が
、
次
の
い
ず
れ
か
ま
た
は
こ
れ
等
を
組
み
合

わ
せ
た
形
態
を
も
つ
。

　
A
　
地
域
研
究
（
斜
吋
O
P
　
ω
け
目
畠
閂
①
匂
ゐ
）
を
主
と
す
る

　
　
も
の

　
B
　
大
型
共
同
利
用
機
器
を
備
え
る
も
の

　
C
　
中
小
型
の
研
究
機
器
及
び
そ
の
他
の
研
究

　
　
設
備
を
備
え
る
も
の

　
な
お
、
設
置
形
態
は
、
国
公
私
立
大
学
等
の
研

究
者
が
、
平
等
に
利
用
し
得
る
国
立
の
共
同
利
用

機
関
と
し
、
官
公
庁
・
産
業
界
に
も
自
由
に
開
か

れ
た
も
の
を
目
指
す
。

会
　
告

　
去
る
五
月
二
十
三
日
目
開
催
さ
れ
た
昭
和

六
十
二
年
度
春
’
李
定
例
理
事
会
。
野
詳
議
員
ム
瓜

に
お
い
て
、
次
の
案
件
が
承
認
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

一
、
昭
和
六
十
二
年
度
決
箆
一
報
出
口
及
び
昭
和

　
六
十
二
年
度
予
算
案

一
、
役
員
交
替

　
ω
理
事
畏
越
智
武
臣
、
理
事
岡
部
健
彦
、

　
　
監
事
岩
見
宏
、
評
議
員
岡
崎
敬
、
柴
田

　
　
三
千
雄
、
隅
田
哲
司
、
高
尾
｝
彦
氏
の

　
　
退
任
。
な
お
大
月
明
氏
は
死
去
さ
れ
ま

　
　
し
た
。

　
㈲
理
事
長
に
藤
縄
謙
三
、
理
事
に
浅
香
正

　
　
・
桑
山
正
進
（
共
に
評
議
員
よ
り
）
、

　
　
監
事
に
勝
風
評
（
評
議
員
よ
り
）
、
評

　
　
議
員
に
俳
藤
貞
夫
・
小
谷
仲
男
・
暴
馬

　
　
進
・
堀
井
敏
夫
・
向
山
宏
・
横
山
浩
一

　
　
氏
を
選
任
。

㈲
常
務
理
事
に
大
山
喬
平
・
河
内
良
弘
氏

　
　
を
選
任
。
な
お
旧
常
務
理
事
鎌
田
元
一

　
　
氏
は
評
議
員
に
復
帰
。

編
集
後
記

　
残
暑
の
候
、
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
如

何
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
第
七
〇
巻
第
四
号

を
お
届
け
致
し
ま
す
。
二
箇
月
遅
れ
の
刊
行
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
論
説
三
、
研
究
ノ
ー
ト

｝
、
資
料
紹
介
…
、
書
評
二
、
紹
介
二
と
内
容
は

多
彩
で
あ
り
ま
す
。
充
分
御
検
討
下
さ
い
。

　
編
集
委
員
の
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
此
度
、

黒
田
明
伸
・
利
光
有
紀
・
元
木
泰
雄
の
三
氏
が
退

任
さ
れ
、
代
わ
っ
て
松
田
隆
典
・
美
川
圭
両
氏
と

小
生
が
委
員
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
た
び
昭
和
六
二
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
「
研
究
成
果
公
開
促
進
費
」
の
交
付
が
内

定
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雅
）

｝
歎
轟
蒲
二
語
翻
定
価
δ
o
o
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
料
五
〇
円

　
史
林
第
七
〇
巻
第
四
号
（
通
巻
第
三
四
四
丹
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
人

印
刷
所

史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
掘
替
京
都
七
－
五
一
五
五
番

理
事
長
藤
縄
謙
三

京
都
帯
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
〇

中
村
印
刷
株
式
会
社
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ムs

止
口

　
史
学
研
究
大
会
・
総
会
の
お
知
ら
せ

左
記
の
ご
と
く
、
本
年
度
の
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
多
数
御
出
席
下
さ
い
。

　
　
日
　
時
　
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
二
日
（
月
）
午
後
一
時

　
　
場
　
所
　
京
都
大
学
楽
友
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
バ
ス
近
衛
通
下
車
東
入
）

　
　
公
開
講
演

　
　
　
平
城
遷
都
と
慶
雲
三
年
格
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
　
田
　
元
　
一

　
　
　
歴
史
と
世
代
ー
イ
ギ
リ
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
考
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
　
智
武
　
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
，
冊
究
会
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